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1本 論文の構成

序章

1章 「リブ神話 」を越 えて 現代 日本女性運 動史全体 像構築 の

必要性

2章 既 存の婦人運動 とウー マ ン ・リブ との架橋 「日本 婦人 問

題懇 話会」 の会報 にみ る リブへ の 「共感 」 と 「距離 」

3章 女性 た ちは ミニ コ ミの 中で何 を語 って きたのか タイ ト

ルのテ キス トマイ ニ ングを通 して

4章 沈黙 の装 置 と告発 の根拠70年 代 リブ の問題提 起の方 法

5章 女性差 別表現 と してのポル ノグラフ ィー への告発 ポル

ノグラフ ィー の女性 問題化

6章 職 場にお ける性 的嫌 が らせへ の告発 「女(わ た し)」 の

問題 としての性的 いや が らせ

7章 結 論 ウーマ ン ・リブか ら女性 に対す る暴力 の問題 へ

2要 旨

本稿 は,1970年 前後 に起 きた 「ウーマ ン ・リブ」(一 リブ)と 呼ば

れ る女性運動 が,そ の後 の運動 に どの よ うに引き継 がれ たか を問 うも

のであ る.こ れ まで 日本 の女性 運動 は,し ば しば断片 的な もの と して

捉 え られて きた.そ の結果,女 性運動 の存在 自体 がな かった もの の よ
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うに見 られ る ことも少 な くない.し か し,女 性 を取 り巻 く差 別的 な社

会環境 を変 え よ うとした活 動 は存在 し,そ してそれ は突発 的で一時 的

な もので はな く,長 く地道 な道 の りで あった.本 稿 の 目的は,1970年

代 の リブか らその後 の運動 が何 を引 き継 い だの かを検討す るこ とで,

そ うした女性 運動の継続性 を示す ことにある.

リブは,制 度上 の男女平等 が達成 され るこ とがイ コール女 性 の解放

ではない と訴 え,人 々 の意識 の変革 が必要 である と主 張 した.本 論文

は,リ ブの主張 した意識変革 の意義 を再考す る とともに,彼 女た ちの

運動 が1980年 代 の女性運動 に とって どの よ うな意 味 をもったの かを

検討 してい る.ま た本 論文 では特定 の活動 家や 団体 を追 うので はな く,

1950年 代 か ら2000年 代 までに発行 された ミニコ ミを分析対 象 とす る

こ とで,女 性 運動の 多様性 を提示 す るこ とも試 みて いる.

以下で は,各 章の概 略を述べ る.

まず序章 では,女 性 運動 を どの よ うに記述す るか につ いて考察 した.

こ こでは,女 性 運動 を① 女性 の 自律 的な運動 であ り,② ジェ ンダー の

問題 化が伴 ってい る運動 と定義 した.そ して リブが意識変革 を重視 し

た運 動で ある ことか ら,制 度 変革 の過 程で はな く,女 性 たちが何 を問

題 と して 定義 してい った のか とい う問題 化 の過 程 に注 目す べ きだ と

主張 した.

続 く1章 では,先 行 研究 として これ までの リブ研 究 の特徴 とそ の問

題点 につい て説 明 した.リ ブ は,そ の 「新 しさ」ゆ えに特異 な女性 た

ちの運動 と され,1985年 に江原 由美 子が総括 を行 うまで,フ ェ ミニ ズ

ムや 女性史研 究の なかで無視 され て きた.こ の総括以 降,運 動家 ・研

究者 らによる リブ再考 が行 われ る よ うになるが,1970年 代前 半の運動

を 「ウーマ ン ・リブ」 とす る時期 区分 が運動家 ・研 究者 らに支持 され

るよ うになってい った.さ らに近年 では,そ の前 半の運動 にのみ焦 点

が当て られ,"1970年 代前 半の主張 は1970年 代後 半以 降の運 動 には引

き継 がれ なかった"と い う見方 と,"1970年 代前 半の リブの主張 はアカ

デ ミズ ムに 引き継 がれた"と い う運 動観 が主流 に なって い る.筆 者 は

この史観が 固辞 され るこ とによ り,1970年 代 前半 の ウーマ ン・リブ 「以

一56一



社会 学論考 第39号2018.11

外 の運動」が綾小 化 され て しま ってい ると指摘す る.そ して運動 間の

つ なが りにもっ と 目を向け るべ きだ と主 張 した.

運 動問 のつ なが りについて論 じるた め,2章 では,既 存 の婦人運動

として 「日本 婦人問題懇話 会(=懇 話会)」 を取 り上 げ,60年 代 か ら

70年 代 にか けて の彼 女た ちの活動 と リブの影響 について検討 した.懇

話 会 の メンバ ー は 自身 らを リブ とは違 う運 動で あ る と位 置 づ けな が

らも、 リブの 問題 提起 は重 要な もの として受 け入 れて いた。 ここで明

らかにな ったのは,停 滞気 味であ った婦 人運動 に とって リブの主張 は,

「女性 解放 とは何 か」 を問い直す きっかけ と して機 能 した とい うこ と

だ.一 見距 離の ある よ うにみ え る運動 であ っても影 響 を受 けてい た と

い うことは珍 しい こ とではない.筆 者 は この章 で,直 接 的な人的 ・組

織 的な運動 の連続 性 ではな く,主 張 の意義 や影響 とい った間接的 なつ

なが りを検討 すべ きだ と訴 えた.そ して運 動 が取 り組 んできたテー マ

に 目を向 け,そ れ につい ての一連 の活 動 を記述す るこ とで,そ の 間接

的なつなが りが記 述 でき るので はないか と提案 した.

それ で は女性 運動 は これ ま で どの よ うなテー マ に取 り組 ん で きた

のか.3章 で は、それ らを抽 出す るた めに1950年 代 か ら2000年 代 ま

でに発 行 され た女性 団体 に よる ミニ コ ミ誌(127誌)の テ キス トマ イ

ニン グを行 った.ミ ニ コ ミの記 事の タイ トル に用 い られ てい る語 の変

遷 をた どる ことで,ミ ニ コ ミのなか で女性 た ちが何 につ いて語 ってき

たのか を明 らかに した.こ こで は1970年 代 を境 に,「 性 」 「差 別」へ

高い関心が払 われて きた こ と,そ して1990年 代以 降 「暴力」が 「差別」

に代 わ り,性 を問題化 す る際の重要 な概念 となった こ とを明 らか に し

た.

1990年 代以 降,女 性 た ちの高い 関心 を集 める ことになる 「暴力」の

問題 で あるが,そ の問題化 の背 景 には被 害 を受 けた女性 たちの告発 の

存在 が あった.本 論文 では,こ うした告発 と1970年 代 リブ との 関係 に

つ いて4章 以降 で考察 してい る.こ れ は リブか ら1990年 代 の反暴力

の運 動へのつ なが りを提示 す る ことで もあ り,さ らに リブか ら1980年

代 の女性運動 へ と何 が引き継がれ たか を示す こ とで もあ る.
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このつ なが りを検討 す る前 に,ま ず4章 では リブの再考 を行 った.

この章で は,1970年 代 の リブの意 義 と して,① 彼 女た ちが女 性 を沈 黙

させ る男性 中心主 義社 会 の存在 と女 性 を沈 黙 させ る仕組 み を明 らか

に した点,② そ の沈 黙 を破 るた めの方策 を示 した点,の2点 につい て

説 明 した.「 男性 」 を基準 とす る社会 におい て,女 性 たちは常 に 「男

性(=社 会)」 の視線 に振 り回 され て きた.女 性 の被害 ・不利 益 をそ

うと決 めるの も男性 であった.リ ブ はそ うした社会 の あ り方 を批判 し,

社会 の一員 として男性 に認 め られ よ うとす るので はな く,「 女性」 を

基準 に社会 を とらえ直 してい こ うと訴 え,「 男性 」 を基準 とす る人 々

の意識 の変革 を要求 した.彼 女た ちは,"「 私」はそれ を ど う思 うのか"

とい うことを言葉 にす る ところか ら,そ してそ の言 葉 を肯 定す る とこ

ろか らス ター トす る.そ うして彼女 たちの気持 ちが言葉 になって い く

なかで,「 私」 の経験 は多 くの女性 が共通 して経験 す る性差 別の 問題

であ る,と い うことを発見 してい く.そ れ らを 「私」個人 の問題 では

な く女 性全 体 に かか わ る性 差別 の 問題 と して告発 して い く際 に重要

とな るのが 「女(わ た し)の 問題」 とい う思想 であ りレ トリックであ

る.と い うの も,こ れ に よって性 差別 の問題 を対岸 の火 事で はな く,

自身 の問題 として とらえ るこ とを可能 にす るか らだ.

1980年 代 は,「 女(わ た し)の 問題」 と して様 々な性 差別 が告発 さ

れ た.そ の なかに 「ポル ノ グラフィー」 と 「セ クシ ュアル ・ハ ラスメ

ン ト」の問題 があ る.5章,6章 で はそ れぞれ が女性 差別 の問題 と して

定義 されて い く過 程 を明 らか に してい った.

日本 にお いてポル ノグ ラフィー は,1980年 代 に入 る ころか ら 「青少

年 に有害 な もの」 とい うだけで はな く 「女性へ の暴力」 であ ると批判

され るよ うにな る.こ の章 では,LFセ ンター に よる 「ポル ノグラフ ィ

ー は女性 に対 す る暴力 であ る」 とい うス ライ ド報告 か ら,「 行 動す る

女 たちの会」 によるポル ノグ ラフィ ックな広告へ の抗議へ と続 く一連

の反 ポル ノグ ラフィー運動 に注 目した.こ こで見 えて きたの は,彼 女

たちの批判 が過激 な性描 写 に向け られた のでは な く,ポ ル ノグラフ ィ

ーや それ を模 した描 写を受 容 してい る社会 に向 け られ ていた ,と い う

一58一



社会 学論考 第39号2018.11

こ とだ.こ の反 ポル ノグラフ ィー運動 は,女 性 とい う存在 がいか に公

的な場 か ら無視 され て きたか を明 らか に してい く運 動 で あっ た とも

言 い換 え られ る.

続 く6章 では あ らゆ る場 面 で行 われて きた 「性 的いや が らせ」 を告

発 してい くなかでそれ が 「セ クシュアル ・ハ ラス メン ト」であ る と認

識 されてい く過程 を辿 った.1989年 は 「セ クシュアル ・ハ ラス メン ト」

とい う言葉 が流 行語 にな るほ ど急速 に広 まった 年 で あった.し か し

「セ ク シュアル ・ハ ラス メン ト」とい う語 やそ の定義 はそれ 以前か ら,

1970年 代 か ら紹介 されて いたが,す ぐに問題 化 したわ けではなか った.

この語 と女 性 が受 け て きた様 々な性 的 いや が らせ とを結 び っ け る役

割 を果 た したのが,「 働 くことと性差別 を考 える三多摩 の会 」 による

アンケー ト調 査で あった.彼 女 たちのア ンケー トは,あ らゆる場 面 ・

嫌 が らせ行為 につい ての経 験 を聞いてお り,そ れ に答 える こ とで 「こ

れ もセ クシュアル ・ハ ラスメ ン トであ る」 とい う定義 を広 め る役割 を

果 た したの であ る.

1980年 代,女 性た ちは 「女(わ た し)の 問題 」 と して様 々な 問題 に

取 り組 んで きた.リ ブの批判 した男性 中心主義社会 の姿 を よ り明確化

す る と ともに,そ れ を構成す る一つ一 つの問題へ と抗議 したので あ る.

女性 の視点 か ら社 会 を とらえ直 そ うと した リブの主 張は,そ れ以前 に

はない新 しい もので あった.し か しそ れは線香花火 の よ うに一瞬 の輝

きで終わ るもので はな く,彼 女 た ちの運動 論や思想 は後続 の女性運動

へ と引 き継 がれてい った .「 女性」 の視 点か らとらえ直 した結果 とし

て,「 ポル ノグ ラフィー」や 「セ クシュアル ・ハ ラス メン ト」 とい う

性差別 の問題 が発 見 され,抗 議 されて きたので ある.

リブ以 降の女性運動 に限定 して もすで に50年 が経 と うとしてい る.

本論 文で見 てきたの はその ほん の一部分 であ る.女 性運動研 究 は,彼

女 たちが何 を問題 とし,ど の よ うな改 善を求 めたのか を明確 してい く

こ とが求 め られ る.そ の うえで,運 動 の意 義や役割 を検討す べ きであ

る.

(ひ ぐま あい ・東京都社会福祉協議会職員)
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